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こ
の
た
び
、
本
年
二
月
二
十
六
日
の
第
三
十
二
回
理
事
会
に
於
き
ま
し
て
、
代
表
理
事
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宋
慶
齢
基
金
会
日
中
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
Ｊ

Ｃ
Ｃ
）
は
、
前
身
の
日
本
宋
慶
齢
基
金
会
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
本
年
で
法
人
認
可
を
受
け

て
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
」「
人
々
に
友
情
を
」
を
合

言
葉
に
、
中
国
の
子
供
や
女
性
の
教
育
、
福
祉
の
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
会
発
足
以
来
の
多
大
な
ご
支
持
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
は
、
川
崎
新
代
表
理
事
の
も
と
に
、
井
上
・
井
岡
両
氏
と
と
も
に
副
代
表
理
事
と
し

て
、
日
本
と
中
国
の
友
好
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
豊
か
な
、

平
和
な
環
境
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

引
き
続
き
、
本
会
の
事
業
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

二
〇
十
二
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

前
代
表
理
事 

 

諏
訪 

き
ぬ 
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私
ど
も
は
本
年
二
月
二
十
六
日
の
第
三
十
二
回
理
事
会
に
於
き
ま
し
て
、
正
副
代
表
理
事

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
保
育
園
を
緊
急
支
援
し
、

さ
ら
に
保
育
施
設
の
再
建
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
主
旨
に
賛

同
し
た
中
国
の
上
海
宋
慶
齢
基
金
会
が
支
援
を
表
明
し
、
さ
ら
に
日
本
の
企
業
や
法
人
な
ど

も
協
力
を
頂
き
、
日
中
共
同
の
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

日
中
国
交
正
常
化
四
〇
周
年
の
本
年
は
、
先
人
の
皆
様
が
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
に

学
び
な
が
ら
、
世
世
代
代
に
わ
た
る
日
中
友
好
を
推
し
進
め
、
次
代
を
担
う
両
国
の
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
も
支
援
と
交
流
の
機
会
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

引
き
続
き
、
本
会
の
事
業
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

二
〇
十
二
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

代
表
理
事 

 

川
崎 

高
志
（
新
任
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
代
表
理
事 

井
岡 

 

健
（
新
任
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

井
上 

睦
子
（
再
任
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

諏
訪 

き
ぬ
（
新
任
） 


